
〈 事 業 内 容 〉

１　概要

２　今後の活動

【屋内の様子】 【屋外の様子】

　令和５年度末をもって公民館が廃止となるため、教育委員会においてこの事業を
継続していく予定です。

（感想：アンケートより抜粋）
○　大人も子どもも楽しめた。また来年も来たい。（来場者）
○　ずっと続けてほしい。（来場者）
○　子どもだけでも来場して楽しめるのは良い。（来場者）
○　学校ではできない体験をする場として継続するべき。（ブーススタッフ）
○　スタッフとして参加して勉強になった。（ブーススタッフ）
○　他の学校との交流の機会にもなっている。（ブーススタッフ）

対　象 小・中・高生ほか 参加人数 約2,000名

　公益財団法人桝山教育振興会からの助成や四国電力株式会社からの協賛をいただ
いて毎年10月の第３土曜日に開催しており、令和５年度には25回目を迎えました。
　企画運営にあたっては、自然科学の分野で経験豊富な元教員、市内小・中学校の
理科班会、高等学校の理科主任らで実行委員会を組織しています。
　令和５年度は、小学校の部４ブース、中学校の部２ブース、高校・高専の部５ブ
ース、特別参加７ブースの計18ブースを出展し、教職員や高校生ボランティアを含
むスタッフの人数は約200名、来場者は約1,800名でした。
　なお、来場者アンケートでは93％の方が「満足」と回答され、多くの方に楽しん
でいただくことができました。

事業分野 ６　青少年・若年層 事業名 科学体験フェスティバル

趣旨・目的
　科学、工作、生物観察等の体験ができる場を子どもたちに提供し、科学技術

及び生物に対する興味や関心を高めていくことを目的とする。

様式１ ちょっと自慢の公民館活動
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